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新潟県立加茂農林高等学校「学校だより」 令和2年3月発行（R110号）

み の り
学校ホームページ http://www.kamonorin-h.nein.ed.jp

思いを込めて卒業証書授与式を挙行！
3月3日(火)、第115

回卒業証書授与式が

挙行されました。新

型コロナウィルス感

染症の感染拡大防止

のため、参加者を卒

業生、保護者、教職員、在校生代表に限定し、時間も

短縮したものとなりました。

国歌斉唱、卒業証書授与、校長式辞、在校生代表

（青海会長溝口俊常さん）送辞、卒業生代表（前青海

会長窪田大地さん）答辞、校歌斉唱と進み、最後は

学年団のリクエスト曲「365日の紙飛行機」と大きな

拍手に送られ、卒業生が巣立っていきました。

シンプルながら、多くの思いを込めたあたたかい

卒業式となりました。前途洋々をお祈りします。

【校長式辞より（抜粋）】

○2つお話しして「はなむけの言葉」とします。

○1つ目は、加茂農林高校で農業を学んだことに、

誇りと自信を持ってほしいということです。校歌

の一節「農林邦家の基の道」とあるとおり、農林

業は、安全・安心な食料の供給と美しい国土の保

全など、我が国の基盤であります。皆さんは、こ

の「国の基」たる農林業を学んできたのです。農

林業及び関連分野に進む皆さんも、違う分野に

進む皆さんも、「国の基」たる農林業を学び、命と

向き合ってきたことに誇りと自信を持ってほしい

と思うのです。

○また、加茂農林高校は、「便所掃除」と「精美購買
せい び

組合」に代表される「人の嫌がることでも自ら進

んで行う」「人の見ていない所でも嘘やごまかし

をしない、互いに信用し裏切らない」という青海

精神を大切にしてきました。現在は、農場の基本

方針「時を守り、場を清め、礼を正す」として引き

継がれています。これらの徳目はどんな分野に

進んでも最も大切な社会人基礎力です。時には、

厳しい指導に反発したこともあったでしょうが、

培った人間力はいつか必ず生きるものと信じて

います。人間教育の殿堂、加茂農林高校で学んだ

ことに誇りと自信を持ってください。

○2つ目は、「一隅を照らす」人になってほしいとい
いちぐう

うことです。私たちは何でもできるスーパーマン

ではありません。短所もあれば不得意もある、で

きないことも少なくありません。しかし、必ず長所

があり得意があり、何よりあなただけの持ち味を

持っています。必ずあなたでなければできない

仕事や役割があるのです。人と比べるのではな

く、自分が置かれた場所で自分の花を咲かせる、

自分の持ち味を生かして社会の一隅を照らして

ほしいのです。

○また、あなたと同じように他の人も「一隅を照ら

す」大切な人です。オンリーワンの自分を大切に

するのと同様に、出会った他者をオンリーワンの

存在として大切にし、お互いを尊重し合い、支え

合う人生を送ってください。皆さん1人1人が「一

隅を照らす」ならば、社会は明るく照らされ、平和

で心豊かなものになると信じています。

【在校生代表送辞より（抜粋）】

○私たちは、皆さんから多くのことを学びました。

私たちの前を歩く先輩としての皆さんには、どん

なことでも成功させようと努力する姿を、地道に

取り組めば必ず良い結果に結びつくという姿を

見ることができました。その力強さを私たちも受

け継いでいこうと思います。

【卒業生代表答辞より（抜粋）】

○本日、私たちはこの学校を卒業し、学校生活を共

に過ごした仲間たちと別れ、それぞれの道へ歩

んでいきます。3年間を共にした仲間との別れは

大変辛いことですが、1人1人が目標を持ち、加茂

農林高校での思い出や経験を忘れずに頑張って

いきます。
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令和2年3月卒業生の進路状況について

今春の卒業生の進路状況がまとまりました。

①進学、就職の割合は、55.6％、43.8％で、進学の

割合が増加しました（対前年度比＋4.2p）。

②15名(9.3％、▲6.3p)が、大学、短大に進学しまし

た。新潟大(農)、新潟食料農業大(食料産業)、新

潟薬科大(応用生命科学)などの農学系に加え、

幼い頃からの夢を叶える学校に進学しました。

③75名(46.3％、＋10.5p)が、専門学校や県農業大

学校(6名、▲1名)、テクノスクールに進学しまし

た。将来の職業人としての実学を深めます。

④71名(43.8％、▲4.8p)が就職しました。斡旋就職

の95.4％が県内就職で、ふるさと新潟を支える

人材に育ってくれるものと期待しています。県外

に就職する人も新潟人の誇りを胸に頑張ってく

れることでしょう。

⑤就職者のうち4名が、新潟県職員（総合土木職）、

自衛官に進みました。

◎現1・2年生は、先輩に学び、「GRIT」やり抜く力を

大切に、夢や目標を実現しましょう。

SPH事業、大きな成果を今後に生かそう！
文部科学省のスーパ

ー・プロフェッショナル・

ハイスクール(SHP)事業

が、3年間の指定期間を

無事に終えました。

先日発行した「研究実

施報告書」(写真)では、生徒の成長、教員の変容、

地域・産業界等との連携の強化など、大きな成果が

報告されています。同時に、SPH指定期間終了後も

いかにこれまでの取組を継承し、成果を生かし続け

るかという課題を提起しています。これまでの有形

無形の財産を生かし、自立型地域リーダーの育成に

向けて今後も取り組んでいきます。
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感染拡大防止のために1人1人がすべきこと！
新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止のた

めには、手洗い、咳エチケット（マスクの着用を含

む）、密閉・密集・密接を避けることが大切です。1人1

人がすべきことを確実に行いましょう！

出典：首相官邸HPより（http://www.kantei.go.jp/jp/

headline/kansensho/coronavirus.html）


